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2023年 10月 2日（月） 

東北芸術工科大学・文化財保存修復研究センターが 

善寳寺五百羅漢の公開修復を開催 

 

東北芸術工科大学（山形市上桜田／学長 中山ダイスケ）の文化財保存修復研究センターでは、２０１５年より受託

事業「善寳寺五百羅漢保存修復プロジェクト」に取り組んでいます。このたび活動内容及び研究成果を広く理解し

ていただくため、古典彫刻保存修復分野の笹岡直美准教授などによる公開修復を１０月１５日（日）に鶴岡市大山

の善寳寺において開催します。今回は宗教法人善寳寺が主催する「北前船セミナーin 善寳寺」の一環として行い

ます。 

 

山形県鶴岡市に位置する龍澤山善寳寺には、５００体を越える仏像を安置する五百羅漢堂があります。北前船に

よって成功した商人などの寄進を受けて安政 2 年（１８５５年）に建立されたもので、２０１９年５月には日本遺産

「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」の構成文化財として追加登録されまし

た。本学では、この五百羅漢堂の仏像に対する修復プロジェクトを担い、今年で 9 年目を迎えました。２０22 年

度までに１３０体の修復を終え、羅漢仏像の制作者やかつての修復履歴など、いろいろなことが判明してきまし

た。公開修復では、ご拝観の皆さんへ向けて実際の修復作業をご覧いただきながら、修復保存の実務について

解説します。 

 

文化財保存修復研究センターでは、古典彫刻・東洋絵画・西洋絵画の修復、科学的な視点での文化財調査、遺物

保存、発掘調査などを遂行し、受託事業を展開しています。本学では在籍する学部生・大学院生が受託事業に参

加し他では得られない「実務経験」を教育の重要な柱としています。 

 

つきましては、本件をより多くの皆様にご周知いただきたく、公開修復の取材・広報のお願いを申し上げます。 

 

 

■五百羅漢堂特別拝観・公開修復 

日時：10月 15日（日）15：00～ 

会場：宗教法人 善寳寺（山形県鶴岡市下川字関根 100） 

解説：笹岡直美（東北芸術工科大学 文化財保存修復研究センター 准教授） 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

東北芸術工科大学 地域連携推進課  TEL：023-627-2217 

 

 

 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

配信元： 東北芸術工科大学 法人企画広報課  

TEL：023-627-2246   MAIL：public@aga.tuad.ac.jp 






	2023.09.27 プレスリリース【彫刻】【修正】
	20231015 東北芸術工科大学・文化財保存修復研究センターが善寳寺五百羅漢の公開修復を開催
	20231015 東北芸術工科大学・文化財保存修復研究センターが善寳寺五百羅漢の公開修復を開催
	北前舩セミナーチラシ2_page-0001
	北前舩セミナーチラシ_page-0001



